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（１）「地域公共交通計画」とは･･･



（１）「地域公共交通計画」とは･･･

「地域公共交通計画」は･･･
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●「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする

「マスタープラン」としての役割を果たすものです。

●地方公共団体が地域の移動に関する関係者を集めて「活性化再生法」に

基づく協議会を開催しつつ、交通事業者や地域の関係者等との個別協議

を重ねることで作成していくものです。

（参考：「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等」）

･･･持続可能な地域旅客運送サービスの確保に資する地域の主体的な取組を推進するため、地域公

共交通計画の作成やこれに基づき実施する事業等について定めた法律

･･･「地域公共交通計画」を策定した上で、地域の関係者が連携（共創）を通じ、利便性・持続可能

性・生産性の高い地域公共交通へのリ・デザイン（再構築）を進めるための枠組みを創設・拡充



（１）「地域公共交通計画」とは･･･

●公共交通全体のマスタープランとして、今後のあり方･方向性を見出す。

●「運行面や新たなサービスの可能性」、「交通機関の間の連携方策」、
「ソフト面の利便性向上策･利用促進策」など、

今後の取り組みの考え方・方向性を整理。

計画の目的

●市全体や地域の現状を把握し、課題や今後の方向性の整理を行った上で、
関係者が意見交換しながら、
取り組みの方向性、進め方など、「地域公共交通計画」に掲げる事項を整理。

●市全体や地域がめざす姿「市民の暮らし」「賑わいあるまちづくり」など）
に寄与･連携し、将来に向けた取り組みメニューの考え方を整理。
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策定に向けて･･･



（１）「地域公共交通計画」とは･･･
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●計画の区域 ･･･泉南市全域(泉州空港南を除く)

●計画の期間 ･･･計画策定後の５年間が一般的

●基本的な方針 ･･･めざす姿、取り組みの方向性（まちづくりとの連携等）

●今後の取り組み（事業）とメニュー …複数が一般的

●取り組み（事業）の主体

●取り組みの進め方（スケジュール等）、評価指標・目標値

計画書に記載する事項（法定）は･･･



《留意すべきことは・・・》

（１）「地域公共交通計画」とは･･･

留意すべきことは･･･
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●この計画は、市の公共交通「全体」の計画。 将来に向けた”まちづくり”に
寄与・連携する計画です。

⇒特定の地区や、個別の交通手段・路線等だけの計画ではありません。

●この計画は、マスタープラン（基本的な計画）です。
⇒例えば、個々の具体的な実施方法等は、別途検討することとなります。

●「取り組み」には、バス･タクシー等の運行･運用面だけでなく、 案内の充実、
市民の利用促進・意識の醸成、企画など、「ソフト面」の取り組みもあります。
⇒計画期間中に、検討・準備・実施、状況によっては試行・実証運行等を行います。

●計画後は、行政や運行事業者だけでなく、市民・利用者も連携して取り組みます。

●計画には、各取り組みの主体、スケジュール、目安とする指標・目標値を記載します。

⇒計画期間中に、実施状況・達成状況を定期的（毎年）にチェックし、

場合によっては、見直しを行うこともあります。

（PDCAを着実に行い、継続していく。）
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（２）今後の進め方について･･･
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（２）今後の進め方について･･･

計画策定までの流れ

泉南市の、地域と公共交
通等の現状･実態をとらえ
る

計画づくり
(以上をもとに、「計画書」
に記載する項目を整理･
調整)

市民･利用客、運行事業
者の状況、ニーズ等をとらえ
る

まず、
現状･ニーズ等を
しっかりおさえる

関係者と調整し
ながら、内容を
つめていく

方向性･
考え方を
検討･整理

泉
南
市
地
域
公
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で
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４月 ７月 10月 1月 ４月 ７月 10月 1月

地域・公共交通の現状把握

　(基礎情報の整理)

市民・利用者の現状・意識の把握

（アンケート、ヒアリング等）

市民によるワークショップ

地域公共交通の課題の整理

「泉南市地域公共交通計画」の骨子案

の整理

「泉南市地域公共交通計画（素案）」

の作成

「泉南市地域公共交通計画（案）」

の作成

パブリックコメント

泉南市地域公共交通協議会 　 　● ● ●　 ● 　　　　　●
状況により

書面開催

Ｒ７年度 Ｒ８年度
備考項目

策定
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（２）今後の進め方について･･･

計画策定の概略スケジュール
まず、
現状･ニーズ等を
しっかりおさえる

方向性･
考え方を
検討･整理

関係者と調整し
ながら、内容を
つめていく

協議が調い
「策定」


